
I. は じ め に

北海道後志管内倶知安町の特産品はバレイショであ

り，特に「男爵」と呼ばれる品種は全国でも有名であ

る。このバレイショの種は農林水産省植物防疫所の防

疫官検査に合格していなければ一切流通させることが

できない。このため，同町内離隔地の一般車両などの

立入りを制限した場所にバレイショ原種圃場を造成

し，JA ようていが生産・運営などを一括管理して管

内のバレイショ生産者へ原種を供給している。

2011 年 4 月，その原種圃場の谷埋め盛土が施工さ

れた人工斜面末端で地すべりが発生した。これまでの

間，JA ようていが補修・管理を実施してきた。しか

し，これ以上の地すべりが発生した場合は管内のバレ

イショ生産に大きな影響を及ぼすため，農業土木技術

者による地すべり対策への協力が必要となった。

本報では，バレイショ原種圃場における谷埋め盛土

で発生した地すべりについて，既存資料および地質・

地下水調査をもとに原因を究明するとともに，地すべ

り対策工を実施した結果および効果をまとめた。

II. 調 査

調査対象圃場は倶知安町役場の北東方約 9.5 km 地

点（標高約400〜450 m）に位置し，面積は約750,000

m2（75 ha）である。この圃場は，かつての沢部を火山

灰質土で盛土して造成された。

2011 年 4 月，この谷埋め盛土が施工された人工斜

面末端で地すべりが発生した。その規模は，図-1の

ように，滑落崖の高さが17m，幅が 46〜67m，全長

が62mであった。

この地すべりの原因を究明するため，測量調査およ

び地質調査を実施した。まず，造成時の現況平面図と

照合するため，造成面積，標高などを現況測量した。

また，地すべり移動体胴部において図-1のボーリン

グB-1 孔（標高 403.94 m）を鉛直下方に13.00 m 掘

削した。この調査ボーリング地点は，想定される地す

べりの主測線（A−Aì線）上とし，地すべり移動体の

層厚が最大となる位置を選定した。加えて，地すべり

の一因と考えられる地下水の流動層を確認する目的で

地下水検層を実施した。

III. 結果および考察

ボーリング調査の結果（図-2），地表からの深度8m

付近までは盛土が認められ，このうち深度2m付近ま

では極端に軟弱な粘性土状であり，5.2m付近より深

部はやや締まりが良い。9.45 m 以深になると凝灰角

礫岩が出現する。また，孔内水位（自然水位）は地表

から深度1m付近で確認され，周囲の湧水状況などか

ら盛土内を通過してきたことが推測された。

地下水検層の結果（図-2），地表から 5mより浅い

部分で下降流が確認され，深度5m付近に比較的顕著

な流動層が確認された。一方，地山と盛土の境界付近

では，地下水流がほとんど確認されなかった。なお，

現地の盛土は地すべりと盛直しを繰り返しているた

め，盛土内の水みちが複雑になっている。浅層部には

降雨や上流の浅層からの流入があり，深層部には旧地

形の沢筋からの流入も想定される。

この調査結果および造成当時の現況平面図より，今

回の中規模な地すべりは主に盛土内で発生していた。

理由として，地すべり移動体頭部（滑落崖・亀裂）お

よび移動体脚部先端（押出し・湧水）を確認できたこ
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図-1 地すべりの規模（造成時現況平面図）



とがあげられる。また，造成当時の現況平面図から地

すべり箇所の盛土直下に約120mの沢筋（および4本

の支筋）が確認できる（図-1）。このことは，融雪時・

豪雨時になると，法面背後から多量の浸透水が今回の

地すべり地点に供給され，盛土のすべり破壊を引き起

こしていたことを示唆している。

IV. 地すべり対策工

地すべり対策工の前提条件として，原種圃場におけ

る病害虫の進入を防止するため，圃場への立入り，資

材搬入および土砂の搬入・搬出には制約がある。この

ため，現状以上の地すべり面積を拡大させないことを

最優先し，地すべり部分の圃場を復旧しない方針とし

た。

そこで，地すべり原因の一つである地下水の処理を

主目的として，以下の二つの地すべり対策工を選定

し，2013 年 8〜10 月に施工された。

① 地下水排除工：ここでは，最小限の資材・施工

機械で施工可能な工法を選定することとし，施工

性や経済性を踏まえて，水抜きボーリング工を選

定した1)。この工法により，旧沢地形に沿って流

下してくる二つの水みちの浸透水は，水抜きボー

リング（2段）によって捕捉し，トラフに流入させ

て盛土外へ排水する。

② 地表水排除工：表面水の盛土内への浸透を抑制

するとともに，法面侵食を防止するため，法面小

段および法尻に人力施工可能なコルゲートトラフ

を設置した1)。

2016 年 6 月現在，これらの地すべり対策工の施工

完了後 3 年が経過した。図-3に示すとおり，現状で

も融雪期や降雨時には一時的に水位が上昇するが，施

工前は地下水位が深度1m前後で推移し，水位低下の

傾きが緩いのに対し，施工後は調査時に判明した流動

層より深い深度6m程度で推移し，水位低下の傾きは

急になっている。このように，地すべり対策工の施工

により，低下速度も大いに改善した。あわせて，現地

の法面状況もおおむね安定している。

V. お わ り に

造成当時の現況平面図などの既存資料が調査計画・

原因推定にとって貴重な情報となり，結果として必要

最小限の調査で原因究明に役立った。また，今回の地

すべり対策工が当地におけるバレイショの継続的生産

活動の一助となった。

本報の取りまとめに当たり，JA ようてい本所・同

倶知安支所各位のご協力に厚くお礼申し上げる。
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図-2 解析断面図（主測線A−Aì）

図-3 孔内水位と気温および降水量との関係


